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編 集 後 記

　★　第 97 回日本整形外科学会学術総会が慶應義塾大
学整形外科の松本守雄教授を会長とし，2024 年 5 月 23
日（木）～26 日（日）の 4 日間，福岡市の福岡国際会議
場・マリンメッセにおいて開催され，「未来を創る―人生
100 年時代の整形外科」のテーマに相応しい，大変熱い
ディスカッションが行われました．
　★　本学会の大きな取り組みの一つはランチョンセミ
ナーにおける「食品ロス」の対策でした．本総会に限ら
ず多くの学会において，ラ
ンチョンセミナーで余った
弁当の破棄は大きな問題で
す．松本会長はランチョン
セミナーの弁当を従来の会
場前配布から，会場全体に
複数の配布場所を設定し各
自で会場に持ち入る中央管
理方式に変更されました．
これは SDGs（持続可能な
開発目標）にも合致し，弁
当の大量破棄と会場の混雑
緩和を目指したもので，大
変有効であったようです．
今回の総会での弁当破棄は
従来の 1/5 程度に減少した
とお聞きしております．
　★　消費者庁のホーム
ページには以下のように記載されています．「食品ロス
とは，まだ食べられるのに廃棄される食品のことです．
日本では，まだ食べられるのに廃棄される食品，いわゆ
る『食品ロス』は 523 万トン．これは，世界中で飢餓に
苦しむ人々に向けた世界の食料支援量（2021 年で年間約
440 万トン）の 1.2 倍に相当します．また，食品ロスを国
民一人当たりに換算すると“お茶碗約 1 杯分（約 114 g）
の食べもの”が毎日捨てられていることになるのです．

『もったいない』と思いませんか ?」．
　★　今まで十分に理解しておりませんでしたが，いく

つかの学会のホームページを見てみると，学会のラン
チョンセミナーでの食品ロスの対策をいろいろと検討さ
れていますが，多くは事前のランチョンセミナー参加者
数を把握することのようです．今回の総会では中央管理
にすることで食品ロスとともに混雑緩和も目指されてお
り，新しい試みと思われました．学会主催者側として
は，「もしも足らなかったら…」，「食べ物の恨みは根強
い…」などの気持ちも浮かぶのではないでしょうか？　
しかし，そもそもランチョンセミナーは食事を保証する
ものではなく，また受講料も食事代ではありません．今
後の学会運営ではこのような思い切った対策が必要と思

います．
　★　食品ロスの内訳は，
事業活動に伴って発生する

「事業系食品ロス」と各家
庭から発生する「家庭系食
品ロス」に分けられ，農林
水産省の統計では前者が
53％，後者が 47％と家庭
系食品ロスも大変多量であ
ることがわかります．その
原因は，「消費・賞味期限
内 に 食 べ ら れ な か っ た

（70.5％）」，「保管場所に入
れたまま忘れてしまった

（61.1％）」，「必要以上に買
いすぎた（29.7％）」などが
上位のようです．みなさ
ん，コンビニやスーパーで

はつい賞味期限の長い商品を奥のほうからとっていませ
んか？（私はよくやっていました…）　コンビニでは以前
より，販売期限が近づいた手前の商品から積極的にとる

「てまえどり」運動をすすめており，誰にでもできる食品
ロス削減アクションです．改めて今後は「てまえどりで
美味しく食べ切る」に徹したいと思いました．整形外科
的にも縫合糸やガーゼを大切に使う，ものや機械を大切
にするなど，すべてにつながります．食品ではありませ
んが，重要な SDGs ですね．
 （安 達 伸 生）
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